
大丈夫サ、

やっぱり沖縄でのんびりすることができますよね。

皆さん始めまして、ブラジルのサンパウロからまいりました、

仲松クラウジアと申します、どうぞよろしくおねがいいたし

ます。沖縄に来てよく使った言葉でした、私にとって日本に

しか自己紹介をいつもやります。平成 13年度県費留学生と

して琉球大学で日本語を勉強していました。
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沖縄についた日から今まで、たくさん、いろいろ、楽しい、

面白い、うれしいことがありました。美しいさんごや、魚や、

海や、あたたかい，明るい空や人の心にふくまれて、つらい

時やさびしい時や忙しい時も簡単に楽しく過ごしました。

最初出会った人たちは親戚でした、なんか自分の家

ふるさとに帰ってく

る気持ちだったので

とてもいい気

た、感動しました。

鼻

沖縄
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にいる親戚

私が始めて沖縄に来た時には、芸術大学で、ビジュアールデ

ザインを勉強して書道とまつりだいこと三味線も学びまし

た。 4年後またもどって来て、友達や親戚に出会って本当に

よかったです。二度あること三度がありますにもとづいて、

また沖縄に来る日を願っています。

-29 -



台風、それとも、 tAIFUU

-30-



夏の研修

ウチナーンチュ大会

-31 -
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沖縄に来て私の一番の夢がかないました。幸せの道を見つけ

て、この道を続けるよう祈っています。私に出会った人たち

にお世話になって心から感謝しています、ブラジルにいる

方々、家族、親戚、友達、沖縄県国際交流人材育成財団、琉

大の先生の皆さん、本当にありがとうございました。また会

える日が来るかもしれないので、その時またよろしくおねが

いします、それでは体を大事にして ください。
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皆さんにたくさん幸せ、平和、健康、成功、愛と喜び

を与えるように心いっぱいで祈っています。
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沖縄での経験

はじめ トレス内里

私はメキシコ市から来た、日系三世です 県費留学生として、去年

の四月に沖縄へ来ました。

メキシコ市は海からはなれた所にある町ですあら。

海に行こうと思ったら車で5時間ぐらいかかります。メキシコ市に

住んでいたらな きません、休みの時しか行

けま 沖縄の海はと

-35 -



沖縄とくらべたらメキシコ市の天気はとてもかわりやすいです。沖

縄の夏は暑かったです、メキシコ市で温かいです。

メキシコ市で台風がないです北風がふきますからおんどはとてもさ

がります、しかしどんなにさむくてもみんな仕事も学佼も安みませ

ん。沖縄に来てびくりしましたのは、台風が多いことです。そして

大台風の時にあぶないからと行ってみんなそとにでないことです。
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四月にじゅぎょうをはじまりました。私は初めてに来た日本語で話

すことができませんでしたでも沖縄で日本語を勉強してほんとによ

かったです。じゅぎょうはとても楽しくて、おもしろくて、いいで

す。琉球大学でさどして、エイサーを踊って、さんしんをしました。
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夏のけんしゅうがありましたおもしろかったです。色々な会議を聞

いて、 MOAびじゅうつかんへ行って、はこねじんじやあしみへ行っ

-38 -



去年の 11月に「世界ウチナーンチュ大会」がありました。とても

素晴らしかったです。言葉も文化も食べ物も違う 色々な 国の

人たちが 集まりました。どんなに はなれていても 、みんな

ウチナーンチュの 心を 持っているのだと 思いました。

私は「世界ウチナーンチュ大会」でエイサーをおどったとやパレー

ドにでたこと、とてもおもしろかったです。私のお母さんは「世界

ウチナーンチュ大会」へ来ました、終わってからお母さんといしょ

うに旅行したとてもうれしかったです。

-39 -



去年の 12月に名古屋で能力試験しました、よかったです。あとは

冬のけんしゅうがありました。色々な会議を聞いて、にこでクリス

マスした、よかったです。

心らこれから

』し

強して。

おばあちゃんが生ま に来て、お ゃんの親戚に出会
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い、沖縄の文化を しることが できました。私は沖縄でふた

たびおばあちゃんに 出会ったような気持ちに なりました。

この 1年かんとてもすばらしかったです、色々ほんとにどうもあり

がとうごさいました。
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沖縄県国際佼流人材育成財団はおせわになりました。琉球大学の先

生は色々ありがとうごさいました。みんなきをつけてください。
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e叫辺ll:Jこ＼iĉ ／̂ C.̂＠属巫l.coペ

-← ア-- ---- ---ロ---―-・ ------” - - ---‘ ―- ----已^ • -一^--··
金成美条（ポリウ‘ィア）

メ`テ）ヒトグラジテ・・イ手バン、フラ如夕）I¥サピシイコドデジタ。
- ．  

、•も、ヨルデモヅブサレソウナオ毛サデサピジサ灯｀）シかエテ
ー ・ 一・＇

弓，砂レナイ宜しモタ乞三〈アリマシタ。牙汝ナヮヵこを『／巴:[------
了リマセン。 イ竺デ毛りギう辛ウトイウプどガヲ玉オッツ｀、グ＿―-一一•--

イルスバラジィシマダ` シ、ジブンニトッテそり判2)コ幻ウミタイ ＇ -―-j 

屯）デスカラ。 吟ナこら）チヲヽがT ツク‘・ヒトリl-ジ戸？しカラ毛方—=
ナワヲ祝ジテイ欠互汀ォもィマズ。

.- ＾ 

的毛ジプンヲサビシクサセク／f¥ 
ー•--- —•• 

竺巳ゾ竺‘／ダイテ三ク。 ／竺？＿＿ぞ主ど竺？シコ—/2三ク＿旦ッ免コトガ｀ア---．--
ッチ毛、イエデオバ/ガ I\t＿尺ウ今］二竺壬ブーククサどぎ1ーテ毛、ゲ＼ヽl-----•--•I 

幻クニホンコ‘・ハワタシかウ竺レタクニLゲ`ンコ‘`デヽナイ）テ`ス。ぞ
毛ワクジJ信ハニホンジ` ンパ］才立．＿咬ミマセ五そホンコニ竺生）マセ ＿ 

テも lスカ之グッタデス 2ート‘・コニバッテモシ:---
テ之ーナ＿万竺三迄ークぎ叉壬三2望ニ―----

タイヒッナ［一迄夕冴クチトーだ戸` ー・-----
ふバゾ□（三::•-1 カン，、

ーコーンナニク竺竺どl-2そーガクぎfJ;,.I- タチ ＿—-一—•-
ヽ`ミ‘/+（ポ勾二点ンコ‘：ヲッカ｛図二？三竺びユヲーック＿芝‘ーアッグ又デス←—--·-·
／ I＼ビ哀マッ2ーテ土:1テ迄一ーゾ乏空互予`・スゲービバ空釘デプと02-------

．、ンマシグ。

三ユI三心五二五五石誓万―ー王三五亘王乞三9竺、 夕翌ラ-------
コリヒトし＇し）アクタカザヲタイセッニチ` ‘炎マシク。

- -” - -·—^ ^  •9- -―` -．．- ,•一”.·········-····· ●^....

＿又へ‘弓ーか［•こ‘l土と竺9ー五竺ニス竺冠-•尺--（三三戸ゲーとデ
， ーー ぎど（三竺（テー1尺応 ーコー／．ー［＼ナクチー•ー ・ ～一ー・'―-•一

臼しコロ、ワグジ｛、トウ知ウ乙竺四万ミルテ竺互ウ，。どシテニ竺 — ― 

予``沢コ‘̀l：立スヘ＇、テオ立竺二予竺い‘ムそ古 ＿豆メラとテーイ←ハスニ̂-----
3ーーデ玉竺レ王＿ぞ／歪／ガターりーカ‘-_•生？・ッグト［＼イエマ包--/， コー、しカラ------

l ：ータ--[＼ご戸／し‘三・テニ冬"-9—ーソ戸戸｀ジタ---？戸）かトウ、尺ンナf_J
-~--。 コレカラモヨロシク~-·--t ~ 彎 •‘̂-、 -....... •• •• --・・ ---・一- • . ,.. ●ヽ...• ー・•. --・・・ • •• •• •••••••• ••••••• ··•· -・ー・““← • ••ー・争 • ー・

、---
・・・・・・@ 

、 一^-• ..---．～- -^ - ------←•一-- -..・・---.ー・------• ----^・・・・---・--・ー ・—- —←•^---,. ・' 
......,、ー・ ~ →ヽ ••

-51 -



i―---------------•一

[ - -- - ----J  -、t --_-—. ＿＿-, ---".・.-、一 . --'”-- --＿ __ 

|----̀―→------- - -/----- ---9 --/―▲ --—• -----—•—----•----—• -—-~--ふ—-^--·―•---------—•---••.--------------------
| --------------.ー-

！ □----------------------------------
---

！ -- - --・ ----4ズワン（ヌレ→ク）一 -----------------------------------------------^---
I ．ヽ,#

今イズクン：んズワナハ？
I 1 ----- ~ --- -- ~^ --- -`  ---~ --_＿ ＿ t ------—--- -----—-/— -- /-----V 9 --- - ―•—/—心 — --”.

-、-—ヽ

゜:̀
― 

、9
‘

↑

、し
‘,Î
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去年、沖縄で留学ができることを知り、 先輩や研修でいって来た人たちに沖縄での経験や専門

を上達させることを闘いて、県立芸大に申し込みました。

何ヶ月か後、おもってもいなかった 「合格」 の返事をもらいました。それをだれよりもよ

ろこんでくれたのは父と母でした。私にはとてもうれしかったです、 でも少し不安の気持ちも

ありました。

実家からはなれて、初めての一人暮らしですから、ちゃんとできるか不安でした。

それは、 やってみなきゃ分からないと自分にいって、沖縄へむかいました。

飛行機に乗りつかれたとき、沖縄ってなんて遠いところなんだろ、またはどう してお父さんた

ちは遠いアルゼンチンをえらんだのだろうと思っている間に沖縄に到着していました。
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一週間あと、初めて23名の留学生と出会い県知事表敬訪問をしました。そこで留学生は色んな

国の伝統的なおみあげを知事にさしあげていました。 I
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それから芸大につれていってもらって、学長にお会いあいさつをしました。そして前学期が

始まり、邦楽専攻で踊りや太鼓、琴、胡弓、三線、組み踊り、ふんそうほうなどの授業をと

りました。

最初は先生と聖徒の関係がきびしかったのでねれにくかったです。とくに踊りと組み踊り、

生徒達とレベルがちがい、ついていけないと思いましたが、授業が終わるとそのせいとたち

にはげまされ、だんだんマイペ—スで進むことができました。

そして色んな学内や公演の舞台に璽量'::｀蘊；r:］たたしてとても勉強になりました。

芸大では専門の勉強だけじゃなく

た。芸大の勉強終わってから、

空手の道場にかよっていました。

て経験や人の関係の勉強もできまし

踊りの研究所や、三線、琴の稽古、

それは目的があったからです。

世界ウチナ—ンチュ大会に参加 言-—塁渥ららl することでした。この大会は海外

でとても有名で一番楽しみにしているイベントです。いろんな国から移民で沖縄に帰られな

くなったひとたち、または長い間親戚に会っていない人たちが参加して、 4日間沖縄ですご

すことができました。 私の目的はアルゼンチンだいひょうとして、沖縄でやっているすべ

てをみせたかったのです。踊りや三線、空手、エイサーにでることができましたが、いちば

ん感動したのはオープニングセレモニーでアルペルトしろまと片手に三線を弾いたときです
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出番の5分前、会場が暗くなり舞台の後ろできんちょうをととのえて出る合図をまっていま

した。そしてテーマソングを流されたしゅんかんに自分の立つ位置にむかいました。

アルベル トが歌い始めた時、会場に目線を上げるとそこには4千人が目の前に広がっていま

した。びっくりで何を弾いていたのかわかりませんでした。その時沖縄はすごいとおもって

いました。この4千人は世界にいるウチナーンチュのひとつぶなんだとかんがえていました

どんなに世界が広がっても沖縄はこうやって一つの心になれる。

1,',，I l'1’'-- 9 : lT--iT :49 ―;-島9、'l'’’II |,9,,＇’, l l l919 1 

この一年間の留学で一番勉強になたのは、学校だけ

じゃなくて人とのふれあいも勉強になりました。 初

めに会ったのは、空港で出迎えてくれた国際交流財

団のみなさんでした、ざいだんではとてもお世話に

なりました。そして、一番私の事をしっている芸大

の留学生です。 いつも一緒であとニヶ月で別れるなんてとてもかんがえられないのです。

芸大や踊りの研究所、琴、三線の、空手のみなさんにはイッペニフエデービルと言いたいで

す。みなさんとは毎日の稽古をにぎあかにしてもらって、ウチナー言葉や沖縄の文化を教え

てもらったり、いつも親切にさせてもらってとてもかんしゃ しています。

または東京で行われた、海外研修で参加した時も色んな人たちにであって、見学や文化の交

流したり、とても習うことがいっぱいありました。
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になりましたが、 のみな ルから
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らしいものがいっばし＂いク°';;, 0 

い事もありますが、はなれてみるとこ

分かりました。

いたこ
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